
      

      サンラメ ラ 0 0 0 とサンルーム S 5 0 の比較   00. ]0.30  % 某漆精弓窩軒 
  

  
  

  
  

靱 耳 目   ，ナンラメ ラ 6 0 0 l. サンルームニ・ so  @   ""  " 交 " 甲 仁 "     
  

    サ ン つノブ : 出力が大さく、 萬浸 になる・ナンラメ ラ ; 2 3 0 で     こか 弓 軍兵 与照コ 円 テンルーム : 2 世己で     
  猟夫立刀 : 6 0 0w/4 0 0W l . 消 梵文 力 ;55OW/380W   

ロ サー・ 雙 享                                                           @   ンルーム     , ・   0.3   フ                               
  サ ンラメ ラ : 道元 外繰 の 放 五辛 が艮い ・が 巾， サ …… ンラメ ， …     ラ   :.0.98                                 

    抵抗 使       ・抵抗 使     

常温 (20 で ) 時 ・「 /  . さ ～ ]  Q  . 5  の 常温 (20 ・ 0)   芹 「 お   ・サンラメ ラ : 百臣 になり 魑赤も艮く 出ているため、 手をかざし だ % 高 注侯蒔 S   8 ～Ⅰ 円 / 6 宍 奴面 温度 時 R 持合の取集り 具合も大きな 注いがあ る・ 

  
    ，外形 す ま     ・ 外沼寸怯     ・外藩 は 同じ・ただし、 主体の睡 はヂ シフトムの万が 肛く、 大きく月 - える ・ 

  
蟻 5 6 0 X 宙 4 「 3 X 某行 220 輻 550X 苗 4.1 0X 英行 22.0   
本体の接 5 O 巾 m 本体の 憶 6 0 山市               ・ サ ン ノレ @ ム : 不休 持が匡く、 技り子 スイッ テ の 投仁に 金谷有り・   

    ・要姉文 一 @xa         3 比ま 

・コードの 異さ :  2. 2 市 

  ，三 % 妓億         ・安全 豆杖 : 
  

憶 要文金 薫缶 ( まり子スイ ブチ )     蕪観 宝合 妾仮 ( 扶り 千ス イソテ )  . ギンルーム :*= * 川 」 ヒ ニーズを入れている・ 且 二 % が烹 れだ時に 、 天 Ⅰ @     

  過怒坊 立技 甘     ・ 丑怒 防止 藪甘     一フ立体 て ヒューズが切れる・ 元のフレーカが 寄 ちない・ @       瓦尭ヒ ニース，・ 0 人                                         
        

  
  才 -% 遼 Ⅰ                                   

・ ヒ 一歩パネル ぽ それそれに特使有り・     

  
  サ ンラメ ラ : 宜ミ ・接点 蓑に 薄さ ぼ あ り，パネルがふれる 山田もあ る 

  圭 @7 枚 さ付げ ステンレス 荻   
  

が 、 努怒面杖が 広く強淫よく 玉 赤井 註が 出る・ 
      

    サ ン ノ，サーム : 臣狂は がれ憶の心理 は 黒い 抹症 ・ただし、 薫く二ト 。   
せ 支いと 日怒 亡ず， 蓑怒効港は 車し 、 ・ 

  

      
  

            ・ 含侍括迄 : 細立卸               俺衰 コード : 散り出しが下面                   ・ 宜衰 コード : 破 り出し @ 後面 

      下面ストレート・ハリ % 強     
( 玉坂 との 臣 珪を安全 寸 まに )       

      
・表示     表示ラベル 4 枚，   姦示 ; ラ示 ラベルの奴が ]                                             

    丁 ンル - ム : 壷示 が下屋・ 見 やすい・大串マークや 字の色合い寺 ，     
  妾 畳表示の向きが 音問 を     接宕迂示 の 向 さがまっす ぐ はっきりしてき 丸いに見元 -6.   

サ ンラメ ラ の女手が互にくい サンルームの 大手が見やすし へ         ロゴマーク黒し       大串マーク入り     
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